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 ■障害の評価に基づく訓練方法、機能障害の補償に関する研究 
 ■義肢や補装具、福祉用具などの性能・耐久性、有用性の評価法の研究 
 ■あたらしい視点と開拓性を持った福祉機器の開発 
 ■障害者と共に生活しつつ進める実践的研究 

 「開かれた研究所」 としての実証的・学際的研究を志向していきます。 
 

 障害の質的変化・ニーズの多様化など、現代社会の要請に
応じて障害者の社会復帰を促進することを目指し、医学・工
学・社会学・心理学など多彩な視点からのリハビリテーショ
ン技術の学際的研究を進めます。 



（独立行政法人日本医療研究開発機構 障害者対策総合研究開発事業） 

  「どのような障害者にどのような義肢装具を製作す
るべきか」テーマに、国立障害者リハビリテーションセ
ンターの病院（医療サイド）が保有する患者情報と研
究所（製作者サイド）が保有す義肢装具情報を連結し
た新たなデータベースを構築しました。このような
データベースは、義肢装具の選択についてその現状
把握と将来予測に大きく役立ち、近隣のリハセンター
と協働でデータベースの構築を進めています。 

義肢装具データベースの構築  

 市区町村の担当者における補装具費支給申請手
続きや福祉機器に関する専門知識の不足の問題や
県単位で設置されている更正相談所の判定におい
ても地域による格差等 
の問題が指摘されている。その解決策として補装具
費支給申請の手続きや補装具の判定・適合に関す
る情報のデータベースシステムの構築を行う。各地
域における補装具費支 
給状況を把握し、提供されているサービスの地域間
格差を是正することに寄与することを目的とする。 

補装具費支給情報データベース構築事業 

 本当に役立つ支援機器を開発するには、本当の
ニーズを知らねばなりません。人材育成の一環とし
て、医療・福祉系、デザイン系・工学系の学生さんが
混成チームを作り、当センターの職員と一緒に、さま
ざまな障害を持った人たちのニーズを探り、障害当
事者の方々の意見を聞きながら学生たちが自由にア
イデアを出し合い、独創的な自立支援機器等のアイ
デアを形にします。フォーラムはそれらの発表の場で
す。 

ニーズ & アイデア フォーラムの紹介  

 支援機器に関する相談・要望・提案など、幅広い話題につい
て多様な立場の人々が情報を共有し、 
連携して新たな知識を創出するための、創発プラットフォーム
を運営しています。 
 人と人のつながりを活用して議論を活性化させ、その内容を
知識化するために、Facebookページと専用のアーカイブサイト
を連動させて運用しています。 
▸▸ h t t p s : / / w e l - l a b . j p /  

支援機器情報創発プラットフォーム 「ウェル★ラボ」 



 障害者が主体的に防災対策を立てるために、アクセ
シブルな防災マニュアルと教育プログラムを作成する
とともに、障害者だけでなく町内会・行政・支援者と共
に災害の準備を行い、地域における障害者に対する
合理的な配慮のあり方を探っています。その成果は、
国連第三回世界防災会議などで発表されました。 

障害者の防災対策とまちづくりに関する研究 

 障害者が自身の身体状況や生活環境
に適合した備えを確認する作業を支援
するためのチェックキットを開発しました。
本キットの目玉は，60余りの災害時の備
えをイラスト化した付箋紙タイプのカード
です。一般的な防災物品から，障害者に
特化した必需品まで，多様な備えを提示
することで，自身の備えに対する気付き
を与える効果が期待されます。 

障害者の災害対策チェックキット 

▸▸ h t t p : / / w w w . r e h a b . g o . j p / r i / f u k u s h i / y k i t a m u r a / k i t a m u r a y a y o i . h t m l  

▸ ▸ h t t p : / / w w w . r e h a b . g o . j p / r i / k a i h a t s u / s u z u r i k a w a / r e s _ s a i g a i 0 1 . h t m l  



 身体が動く仕組み、脳や神経の働きについての基礎研究で得た成果を基盤として、 
運動機能や姿勢・歩行機能を改善するための新しいリハビリテーション方法、 

具体的な手段となる装置の開発を目指しています。 

 義手の新しい選択肢を提示すべく、上肢切断者のための義手を開発しています。右の写真は、現
在開発中の義手で、３本指のシンプルな構造と単純な動作制御、3Dプリンタを活用した低コスト化を
図りつつも高性能なハンドの実現を目指しています。 

 リアルタイムに検知した立位姿勢時の重心動揺を本人の知覚にのぼらないレベルで「増幅／減
衰」させることで、立位姿勢に対する随意制御と反射調節の関係性を潜在的かつ合目的的に調整す
る姿勢リハビリ用プラットフォームを開発しています。 

 下肢の完全麻痺により歩行が困難な脊髄損傷者でも、麻痺下肢を装具によって補助することで立
位歩行が可能になります。私たちは従来型の装具の装着の煩雑さや操作性の低さを改善し、脊髄
損傷者の身体機能維持・向上のためのツールを提供できるよう、カーボン素材の利点を活かした装
具を開発しています。 

②重心動揺リアルタイムフィードバック装置 

③脊髄損傷者用カーボン長下肢装具の開発 
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E - m a i l :  k a w a s h i m a - n o r i t a k a @ r e h a b . g o . j p  

①身体と調和する，機能性の高い電動義手の開発 


